
出典：2025年シニアの生活実態調査 (訪問留置 )
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利用したくない サービスをイメージできない

 

電話で簡単な質問を答えるだけで、
認知症の早期発見につながるサービス

ロボットが会話や動作を通じてコミュニケーションを
とってくれるサービス

テレビ電話を利用し、観光地を案内してくれるサービス

テレビ電話やインターネットなどを使って、
自宅で医師の診療が受けられる

自分の経験や能力、条件に見合った仕事や
地域イベント情報などを分析し、紹介してくれるサービス

人が倒れた・人の動きがないなどの異常時に警備員が
かけつけ、安否を確認できるサービス

外出時など自宅の家電のスイッチや鍵の開け閉め等を
確認できるサービス

特殊なメガネ(VR:バーチャル・リアリティ）を使い、
家にいながら旅行の疑似体験ができるサービス

自動車を自分の手で運転しないで、
自動で目的地まで運転してくれるサービス
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